
プログラムの権利と
オープンソースソフトウエア



ソフトウエアの権利

• ソフトウエア（プログラム）の表現（ソースコー
ド）は、文学作品と同様、著作権で保護される。

• またそのアイデアは、青色LEDやオブジーボ
（癌の薬）と同様に、特許で保護される。

• 一方、これらの権利を放棄したように見える
オープンソースソフトウエアという物もある。

• この講義ではこれらについて学習する。



ソフトウエアやプログラムのアイデア
Step1: 最初に…を行う。
Step2: 次に…を行う。
Step3: …と…の結果を比較して、…を行う

特許の対象

ソースコードの場合、文字列そのもの
int main() {
…
…
}

著作権の対象

著作権と特許、保護対象の違い

ただし、単に、アルゴリズムや数式として説明したのでは
特許にならない。コンピュータで実行されるプログラムとし
て説明する必要がある。



著作権と特許、保護内容の違い

著作権 特許

作者の死後70年まで 出願から20年

登録の手続きなく
権利化される（無方式主義）

登録が必要で
維持に費用を要する

表現が保護される
（狭い）

アイデアが保護される
（広い）

複製・頒布・実行・改変などが
保護されるという意味では同じ



当初、ソフトウエアに権利はなかった

• 1970年代まで
–大学や研究機関で開発されるソフトウエアは、パブ
リックドメイン[1]で共有することが普通であった。
• 米国のハッカーたちが作った”LISP”や ”Emacs”は共有
されていた。

– 民間では、ソフトウエアをハードウエアと一体で販売
していた。納入先ごとに、ソフトウエアを開発していた
としても、それらはハードウエアの一部であって、そ
れだけでは価値を認めていなかった。

• その後、ソフトウエアを商品とする人が登場し、
権利を主張するようになる。

[1] パブリックドメイン：著作物や発明などについて知的財産権が発生していない状態、または、権利が消滅した状態のこと。



ビル・ゲイツのOpen Letter
• 1975年頃に始まった個人向けコンピュータ市場（当時、

Altair, Appleなどパソコンが販売されていた）では、有償
のソフトウエアも存在した。しかし、それらは勝手にコ
ピーされていた（やりたい放題であった）。
– ビル・ゲイツは自分のBASICインタプリタ（有償, $30から$60）が
コピーされることに対してOpen Letter を出して抗議している[1]。

• 「ホビー向けコンピュータ市場で最も欠けていることは、素
晴らしいソフトウエアである。そこで私はAltair BASICというも
のを作った。ところが驚くことに、ほとんどのAltairユーザは
われわれの製品を購入していない。購入しているのは約10
パーセントだ。ハードウエアにはお金を払うのに、ソフトウエ
アには払わない。それはフェアか？誰が無料のためにプロ
フェッシナルな仕事をするのか？君たちがやっていることは
窃盗だ。」[2]

[1] ビル・ゲーツの「ボビーストへの公開書簡」（https://en.wikipedia.org/wiki/Open_Letter_to_Hobbyists）
[2]  「ハッカー精神とは何か」、ネットを支えるオープンソースソフトウエアの進化、p.159、角川インターネット講座、平成26年

https://en.wikipedia.org/wiki/Open_Letter_to_Hobbyists


ビル・ゲイツのOpen Letter



ソフトウエアの権利化

• 1980年頃からコンピュータ・プログラムを著作
権で保護したり、ライセンス契約という形で利
用許諾できるようになった。

– IBM産業スパイ事件（1982年）：IBMのOSを盗んだ
として日立と三菱の社員が逮捕された事件。

–マイクロソフト社がIBM PC用のOS MS-DOSをIBM
やIBM互換機にライセンスした（1981年以降）。



ソフトウエアライセンス

• ソフトウエアの権利者（ライセンサ）が、一般ユー
ザや他のソフトウエア開発者（ライセンシ）に与え
る許可やそれに伴う条項。

• ソフトウエアの実行に関するライセンス
– 実行許可、インストール可能な台数、リバースエンジ
ニアリングを禁止する、などが規定される。

• ソフトウエアの開発に関するライセンス
– ソースコードの提供かバイナリの提供か、
– 完成したソフトウエアを頒布する時の扱い、などが規
定される。



ライセンス契約の成立

• 他者が権利を持つソフトウエアを、許諾を受ける
ことなく利用・使用することはできない。

• ライセンス契約は、次のように実行されることが
多い。
– 契約書への署名
– シュリンクラップを破るや、梱包・封筒を開ける
– ダウンロード時、ライセンス条項を確認するチェック
ボックスにチェックを入れる

• 後で述べるオープンソースソフトウエアの場合、
ソフトウエアを受け取るだけで、そのライセンス
に合意したとみなすことが一般的。



商用ソフトウエアの普及

• 権利が保護された商用ソフトウエアをプロプ
ライエタリ(proprietary)・ソフトウエア[1]という

–商用UNIX、MS-DOS、Mac OS、Windows、などは
プロプライエタリ・ソフトウエアである。

–通常、ソースコードは提供されない。実行だけが
できる。コピーは必要最小限のみ可能。

• 商用ソフトウエアが成功するによって、ソース
コードを共有しお互いに利用し合う文化は、
大学などでのマイナーな存在になった。

[1] 「クローズドソフトウエア」という呼び方もある。



リチャード・ストールマン（1953年〜）
の登場

• もともとMIT AIラボのプログラマ
• Emacs, gccなどの開発者
• GNUプロジェクト（1984年〜）や
フリーソフトウエア活動の創始者

• ストールマンによる、GNUプロジェクト最
初の声明が
http://www.gnu.org/gnu/initial-announcement.html

にあるので、読んでみてください。

http://www.gnu.org/gnu/initial-announcement.html


ストールマンのフリーソフトウエア財団

• ソフトウエアを作成、頒布、改変する自由をユーザに
広く遍く推し進めることを目指す団体。
– 商用ソフトウエアはオブジェクトコードを実行できるだけで
あり、開発者から見ると不便である。

– この財団はフリーソフトウエアの開発を推進する。これは、
ソースコードを公開し変更・再配布可能なソフトウエアで
ある。ただし、改変し再配布するソフトウエアもフリーソフト
ウエアにする必要がある。このようなライセンスをコピーレ
フトとよぶ。

– GNUプロジェクト:  Unix互換OSをフリーソフトウエアとして
開発することを目指した。gcc, emacsなどが完成した。OS
本体は未完成であった。

– Linux: リーナス・トーパルズが開発を始めたUnix-likeなOS。
GNUのツールを多く採用している。Linuxはフリーソフトウ
エアである。



フリーソフトウエア活動の影響

• 一般企業にとって、フリーソフトウエア
という名称やコピーレフトのライセンス
は不都合で受け入れがたいもので
あった。

• フリーソフトウエア活動の影響は限定
的であった。そのような状況で、時代
は1990年代に移っていく。



Linux
• リーナス・トーパルズが、1991年から開発を
始めたUnix系OS。GNUのソフトウエアを取り
込むことで完成した。

• 多くのハッカーが自由意志で開発に参加した。
バザールモデルと呼ばれるオープンソースソ
フト（OSS）の開発モデルになった。
–エリック・レイモンドが「伽藍とバザール」という論
文で、ソフトウエア開発の２つのモデルを「伽藍」
モデルと「バザール」モデルとして説明している。

• バザールはオープンモデル、伽藍はクローズドモデル



Linux（続き）

• 現在、LinuxはパソコンやデジタルTV、スマホなど
で広く使われているOSである。

• Kernelだけで5,000万行（ほとんどC言語）、１ヶ月
あたり1,000人以上が10,000箇所に変更を加え
ている[1]。

• Linuxカーネルは２ヶ月半程度でメジャーリリース
を繰り返す。バグ修正は現在と直前のメジャーリ
リースだけに対応。ただし、LTS（Long Term 
Support）版については長期サポートする。

[1] OSSコミュニティの活性度を測るサイトBlack Duck Open Hub（https://www.openhub.net）で、Linux Kernelを検索した結果（2019年9月6日）。



（参考）伽藍とバザール

• エリック・レイモンドがソフトウエア開発手法を、伽藍（カテド
ラル）モデルとバザールモデルという２種類に分けて説明
した。

• 伽藍モデルは、トップダウン設計であり、全体を緻密に設
計した上で、細部の設計を進める方法。

• バザールモデルは、ボトムアップ設計である。ソースコード
をインターネットで公開し、不特定多数の利用者・開発者
により設計・実装を進める。

• Linuxカーネルがバザールモデルで成功したことにより、
オープンソースの開発手法としてバザールモデルが定着
する。

• https://ja.wikipedia.org/wiki/伽藍とバザール
を参照のこと。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BC%BD%E8%97%8D%E3%81%A8%E3%83%90%E3%82%B6%E3%83%BC%E3%83%AB


Netscape
• Netscapeは最初期（1994年頃から）のWebブ
ラウザ。一時期は80%のシェアを得た。1998
年ごろにはマイクロソフトのIEにシェアを奪わ
れ、低迷していた。
–苦肉の策として、1998年にソースコードを公開し、
企業として初めてOSS[1]の開発モデルを提案した。

– Netscapeという製品は2007年で終了する。OSSと
して開発されたブラウザはFirefoxに受け継がれる。

– 2018年現在、最もシェアが高いブラウザはGoogle 
Chromeである。これはChromiumというOSSプロ
ジェクトの成果物である。

[1] OSS: Open Source Software, オープンソースソフトウエア、詳細は後述。



オープンソース・イニシアティブ（OSI）

• オープンソースソフトウエア（OSS）の発展・推
進を目的に、1998年に設立された団体。フ
リーソフトウェア財団とともに、ソフトウエアの
権利擁護団体である。

–オープンソースは、フリーソフトウエアの概念も包
括するように定義されている。

–企業での商用利用に配慮したものであった。
– フリーソフトエアの考え方が普及しなかったのに
対し、オープンソースは社会に広く受け入れられ
た。



オープンソースの定義八田真行訳、2004年2月21日バージョン 1.9

はじめに

「オープンソース」とは、単にソースコードが入手できるということだけを意味するのではありません。「オープンソース」で
あるプログラムの頒布条件は、以下の基準を満たしていなければなりません。

1. 再頒布の自由
「オープンソース」であるライセンス(以下「ライセンス」と略)は、出自の様々なプログラムを集めたソフトウェア頒布物(ディ
ストリビューション)の一部として、ソフトウェアを販売あるいは無料で頒布することを制限してはなりません。ライセンスは、
このような販売に関して印税その他の報酬を要求してはなりません。

2. ソースコード
「オープンソース」であるプログラムはソースコードを含んでいなければならず、コンパイル済形式と同様にソースコードで
の頒布も許可されていなければなりません。何らかの事情でソースコードと共に頒布しない場合には、ソースコードを複
製に要するコストとして妥当な額程度の費用で入手できる方法を用意し、それをはっきりと公表しなければなりません。方
法として好ましいのはインターネッ トを通じての無料ダウンロードです。ソースコードは、プログラマがプログラムを変更し
やすい形態でなければなりません。意図的にソースコードを分かりにくくすることは許されませんし、プリプロセッサや変
換プログラムの出力のような中間形式は認められません。

3. 派生ソフトウェア
ライセンスは、ソフトウェアの変更と派生ソフトウェアの作成、並びに派生ソフトウェアを元のソフトウェアと同じライセンス
の下で頒布することを許可しなければなりません。

（次ページに続く）

オープンソースイニシアティブによる
OSSの定義



4. 作者のソースコードの完全性(integrity)
バイナリ構築の際にプログラムを変更するため、ソースコードと一緒に 「パッチファイル」を頒布することを認める場合に限
り、ライセンスによって変更されたソースコードの頒布を制限することができます。ライセンスは、変更されたソースコード
から構築されたソフトウェアの頒布を明確に許可していなければなりませんが、派生ソフトウェアに元のソフトウェアとは
異なる名前やバージョン番号をつけるよう義務付けるのは構いません。

5. 個人やグループに対する差別の禁止
ライセンスは特定の個人やグループを差別してはなりません。

6. 利用する分野(fields of endeavor)に対する差別の禁止
ライセンスはある特定の分野でプログラムを使うことを制限してはなりません。例えば、プログラムの企業での使用や、遺
伝子研究の分野での使用を制限してはなりません。

7. ライセンスの分配(distribution)
プログラムに付随する権利はそのプログラムが再頒布された者全てに等し く認められなければならず、彼らが何らかの
追加的ライセンスに同意することを必要としてはなりません。

8. 特定製品でのみ有効なライセンスの禁止
プログラムに付与された権利は、それがある特定のソフトウェア頒布物の一部であるということに依存するものであっては
なりません。プログラムをその頒布物から取り出したとしても、そのプログラム自身のライセンスの範囲内で使用あるい
は頒布される限り、プログラムが再頒布される全ての人々が、元のソフトウェア頒布物において与えられていた権利と同
等の権利を有することを保証しなければなりません。

9. 他のソフトウェアを制限するライセンスの禁止
ライセンスはそのソフトウェアと共に頒布される他のソフトウェアに制限を設けてはなりません。例えば、ライセンスは同じ
媒体で頒布される他のプログラムが全てオープンソースソフトウェアであることを要求してはなりません。

10. ライセンスは技術中立的でなければならない
ライセンス中に、特定の技術やインターフェースの様式に強く依存するような規定があってはなりません。

http://www.opensource.jp/osd/osd-Japanese.html



文献[1]によるOSSの定義

• 改変する自由がある。
• 頒布[2]する自由がある。

• 著作権者が提示する条件を満たす必要があ
る。

• 著作権者に連絡し許諾を得る必要はない。
• 対価を支払う必要はない。

[1] 「OSSライセンス教科書」、上田理、技術評論社、2018年。
[2] 頒布はdistributionの訳語で、この資料では配布と同意。



OSS開発モデル普及の要因
• ソフトウエア開発が大規模になる中で、全てを自社開発することが
難しくなった。そこで、自社の差別化技術以外の部分で高度な技
術を要するものを、OSSとして導入したい。そのようなものには、OS、
Webブラウザ、言語処理系などの、汎用ソフトウエアが多い。

• OSSは、過去の資産を有効に利用することで、低コストで高機能な
ソフトウエアの開発を可能にする。特に、インターネット・ウエブ
サービスのベンチャ企業がOSSを利用した開発に熱心である。

• ソースコードは無償、または、廉価である。
• ソースコードが提供されるので、カスタマイズが容易である。
• OSSの開発に参加することで、プログラマーとして実績を残すチャ
ンスである。またOSSコミュニティに貢献することで、そのOSSをより
良いものにできる可能性がある。

• OSSは、GitHubのような開発基盤（プログラマのためのSNS）を使う
ことで効率的な開発が可能になっている。



代表的なOSS

• OS：Linux, FreeBSD, Android
• プログラミング言語：シェル, Perl, Ruby, Python, PHP
• コンパイラ：Gcc、LLVM
• Web：Apache, Samba, Firefox, WordPress
• メール：Sendmail, Postfix, Thunderbird
• データベース：PostgreSQL, MySQL, 
• 統合開発環境：Eclipse, NetBeans
• 仮想基盤：Xen, OpenStack
• データ処理：Hadoop



OSSに対する誤解と真実
• ソースコードを公開すればOSSだ。
– それに加えて、誰でも自由に利用（複製、頒布、改
良）できるということがある。

• OSSを使って商品を開発すると、自社開発した
ソースコードを公開しなければならない。
– 使うOSSのライセンス条件による。
– ソースコードの公開が必要なライセンスもある。

• OSSは無料で無条件で使えるソフトウエアだ。
– 概ね無料で使えるが、無条件ではない。ライセンス条
件に従わねばならない。

• OSSの利用責任は利用者にある
– そのとおり。



OSSのライセンス

• ソフトウエアのライセンスは「利用許諾契約」とも
呼ばれるものである。通常、あまり注意すること
もなく受け入れているものである。しかし、OSSを
組込む場合には、注意が必要。

• OSSのライセンスは実際には非常に多数の種類
がある。
– それらはOSSの定義に合致するが、細部は異なって
いる。

– ここでは、参考文献[3]に従って、寛容型ライセンスと
互恵型ライセンスに分類して説明する。



寛容型ライセンス

• 単純な事項を守ればOSSの自由な改変や頒布を
認めるライセンス。概ね、著作権表記とライセン
ス表記をすることが必要。ソースコード開示は必
要ない（してもよい）。
– MITライセンス、BSDライセンス、Apacheライセンスな
どがある

– 著作権表記は“Copyright 2019 Hiroshi Kano”のような
もの。

– Apacheライセンスには、コントリビュートした部分に利
用者の特許があれば、無条件で許諾しなければなら
ない、という条項がある。

例えば、MITライセンスの原文はこちら https://opensource.org/licenses/mit-license.php



互恵型ライセンス（コピーレフト型）

• 利用者（派生ソフトウエアの開発者）にもOSSの開発者
と同等の貢献を要請するもの。GNU GPL/LGPLを例に
説明する。
– LinuxはGPLバージョン２で利用許諾されている。
– ソースコードの開示（利用者の改変部分も含めて）が義務
づけられている。
• LGPLには、開示の必要がない条件もある。

– 派生ソフトウエアとは、OSS自体を修正・追加した物や、静
的/動的リンクで呼び出すことで一体化したものを指す。
• 派生ソフトウエアの範囲は、ライセンスによって異なる。

– 訴訟が発生しており、利用を回避する傾向が見られる。



異なるライセンスのOSSを同時に利用
できるか？

• ライセンスに互換性がないOSSを同時に利用
することはできない。

–例えばGPL2と４項型BSDは両立しない。

• ライセンスが矛盾していなければ同時に利用
できる。

David A. Wheeler - http://www.dwheeler.com/essays/floss-license-slide.htmlCC BY-SA 3.0

寛容型 互恵型

http://www.dwheeler.com/essays/floss-license-slide.html


OSSの文化[1]

• 開発方針や機能追加についての発言は、誰で
あれ、平等に扱われる。

• 情報を一人で囲い込まず、横展開する人が尊ば
れる。

• 社会的な地位や経験より、積極的に参加する人
が尊ばれる。

• 他人が進めている開発を進んでサポートする協
業も尊ばれる。

• 開発したソフトウエアの成果は「参加者全員の成
果」とみなされる。

[1] 及川卓也、「ソフトウエア・ファースト」、p.199、日経BP社、2019年



OSSの開発に参加する理由

• 非金銭的なもの
– OSSのコミュニティが住みやすい
–勉強する機会を得ることができる
–名声を得る

• 金銭的なもの
–一企業では収益を上げることが難しい言語系ソフ
トや、共通基盤になるインターネット系ソフトの開
発が安価にできる。

–転職に有利に利用できる



OSSとハッカー
• 「ハッカー」という言葉はコンピュータ技術（ソフト／ハード）の知識を極め
る人、という程度の意味である。OSSの開発者はハッカーの中のハッカー
である。

• エリック・レイモンドによる「ハッカーになろう（How to become a hacker）」と
いう小文の訳がhttps://cruel.org/freeware/hacker.htmlにある。その中の
「ハッカー的心構え」と「基本的なハッキング技術」のタイトル部分を示す
– この世界は解決を待っている魅力的な問題でいっぱいだ。
– 同じ問題を二度解くような無駄は嫌だ。
– 退屈と単純作業は悪。
– 自由は善。
– 心構えは技能の代用にならない。
– プログラミングを身につけること。
– OSSのUNIX類のひとつを入手し、使い方と動かしかたをおぼえること。
– WWWの使い方を学び、HTMLを書くこと。
– まともな英語ができないならば、身につけること。

• この小文によると、勉強すべき言語はPython, Java, C/C++, Perl, LISP。

https://cruel.org/freeware/hacker.html


OSSでのソースコード管理

• ソースコード管理システム
– CVS、Subversion、Gitなどのバージョン管理システ
ムを利用する。

• コミッターとコミット権
• コミュニティで実力が認められること



オープンソースハードウエア

• 設計図や部品リスト、ソースコードなど再現に
必要な情報一式をインターネット上に公開し
ているハードウエアを「オープンソースハード
ウエア」という。

– ArduinoというCPUと、それに接続できる周辺機器
–オープンソース3Dプリンタ
–など、他にもたくさんある。



オープンソース3Dプリンタ

• 3Dプリンタは、機械部品を少量自作する機械
として、オープンソースハードウエアの開発に
必須のものである。

• 熱溶融積層式の3Dプリンタが、2010年台に
なって、急激に普及した背景は２つある。

–熱溶融積層3Dプリンタの基本特許が切れ、技術
がオープンになった。

–その3Dプリンタ自身がオープンソースハードウエ
ア化され、誰でも自作できるようになった。
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